
 記入例２  

令和○○年○○月○○日  

 土地の所有者又は管理者   

 川内  一郎    様  

 申請団体   

名  称  川内花いっぱい会          

〒 895－ 0052  

代表者  住  所  薩摩川内市神田町３番２２号     

 

氏  名  会長   薩摩  太郎      ㊞   

 

電話番号   ○○－○○○○         

 

 

快適環境づくり事業実施に係る土地使用承諾書の交付について  

 

 

快適環境づくり補助金の交付を受けて、下記のとおり事業を実施したいと思い

ますので、ご承諾くださいますようお願いします。  

 

 

記  

 

 

１  事業の場所   薩摩川内市向田町○○○番地  

 

 

２  使用期間    令和○○年○○月○○日から  

令和○○年○○月○○日まで（○年間）  

 

３  事業の内容   花壇づくりのため  

 

 

４  その他     花壇づくり以外には使用しません。  

 

 

 

 

（注）  この様式は、他者が所有又は管理する土地を使用する場合などに、その

承諾を得るために使用してください。補助金交付申請書に添付する必要は

ありません。  

使用期間の始まりは、補助

金交付申請日よりも前の日

から  



 記入例２  

 

令和○○年○○月○○日  

 申請団体   

川内花いっぱい会  

会長  薩摩  太郎   様  

 土地の所有者又は管理者   

〒 895－ 0054 

住  所  薩摩川内市若松町１番１号      

 

氏  名    川内  一郎        ㊞   

 

電話番号   ○○－○○○○         

 

 

快適環境づくり事業実施に係る土地使用承諾書  

 

令和○○年○○月○○日付けで申し出のあった事業に係る土地の使用について

は、下記の条件を付して承諾します。  

 

記  

 

１  事業の場所   薩摩川内市向田町○○○番地  

 

２  使用期間    令和○○年○○月○○日から  

令和○○年○○月○○日まで（○年間）  

 

３  使用条件     

(1) 申し出のあった事業内容以外の目的に使用しないこと。  

(2) 使用の権利を他人に譲渡したり、転貸したりしないこと。  

(3) 貴団体の活動に伴う損害（第三者に与えた損害を含む。）については、貴  

団体が全ての責任を負うこと。  

(4) 所有者が返還を求めたときは、原形復旧の上ですみやかに返還すること。  

 

 

 

 

（注）  原本は申請団体で保管し、補助金交付申請書には写しを添付してくださ

い。

承諾書の日付は、補助金交付

申請日よりも前の日付で  

承諾依頼書と同じ期間で  


